
　綺羅星のごとき巨大企業も多くがそうだったように、１９８６
年10月のシードの誕生もごくささやかなものだった。沼津市の
ソフトウエア会社、日本エム・アイ・シー㈱のグループ会社とし
て産声を上げたシードは、役員、社員総勢で10名に満たない
規模で創業した。
　走り始めたばかりでも企画集団としての意欲は十分。創業
当初から膨大な数のイベント企画などと格闘しながら、１９８８
年、さっそく最初の転機が訪れる。
　この年は浜松メイワンのオープニングイベントからはじまる。

ここでの成功を踏み台に、青田副社長が率いる制作チームは
川崎ＢＥのオープニングプロモーションをものにし、以降のＳＣ
プロモーション事業への先鞭をつける。一方青山副社長は
「ＮＥＷ ＪＡＬ レセプション」を成功に導き、大規模イベントの
総合プロデュース事業への扉を開いた。
　そして西島社長は、サッポロビールへの粘り強いアプロー
チで、初の地方中小都市へのビアレストラン出店を決意させ、
沼津駅前にサッポロジョイプラザライオンと沼津ＳＢＳ学苑を
誘致。後に数々の大型物件の獲得につながる商空間開発事

業の最初の一歩を刻んだ。
　いずれも「やったことがないこと」も「やれます」と応え、もがき
苦しみながら手に入れた勝利であり、それぞれが各分野での
成長の強固な礎となった。
　ＳＣプロモーション事業は、以降、北千住ＷＩＺ（のちにルミ
ネ）、ＡＺＡＬＥＡ、港南台センターバーズへと続き、１９９４年度
以降は関西でも展開されていく。また商空間開発は、１９９１
年に最初の大型物件、キミサワ御殿場２４６店の設計・施工
に結実。さらにセガ店舗開発では、１９９１年を皮切りに１９９

４年までに16店舗を手掛けることになる。
　１９８８年に打ち立てた３つの柱となる事業分野を基軸に、
化粧品ブランドの教育プログラム開発などを通じて企画力を
鍛え続ける中、１９９５年には三島本社が完成。飛躍の準備
が整う。そして、創業当初から紆余曲折しながらも進行してき
たプロジェクトが、ようやく大輪の花を咲かせようとしていた。



　三島に根を下ろして迎えた新しい10年は、ラジオＥＡＳＴの
放送開始とともにスタートする。広い視野と多彩なノウハウを
備えた企画集団としてボーダーレスな活動を指向しつつも、地
域社会にも目を向け始めた10年間を象徴する出来事だ。
　そして、シードの発展史における最大のエポックともいえる
１９９７年が訪れる。４月24日、サントムーン柿田川のオープン
だ。今なお発展を続ける静岡県東部のにぎわいの核の誕生
である。プロジェクトへの着手は創業時まで遡る。幾度となく

壁にぶつかりプラン変更を余儀なくされながらも、西島社長が
粘り強くプロジェクトを牽引し、全社一丸となって持てるノウハ
ウを結集させて、大輪の花を咲かせた。そしてシードは「複合
商業施設の総合プロデュース」という独壇場を手に入れる。
　１９９９年のウェルディ長泉、翌年の静岡ＦＩＶＥ-Ｊ、２００２
年の富士急百貨店、２００４年の三島タワーズショップ、さら
に２００５年の富士吉田Ｑ-ＳＴＡと、ＳＣの新設あるいは再生
プロジェクトはコンスタントに続き、シードは卓越したＳＣプロ

デュース企業としての地歩を固めていく。同時にまちのにぎわ
い再生を通じて、地域社会における評価も着実に高まって
いった。
　一方、営業企画部門では、電通グループとの協働による自
治体大型イベントやキャンペーンへの取り組みが相次いだ。そ
してこれらの仕事も、地域社会へとつながる。大きな契機と
なったのが伊豆新世紀創造祭であり、伊豆一円の市町村の
イベントプロデュースにメンバーが奔走した。

　さらに21世紀の幕開けには地元三島市で、静岡県東海道
四〇〇年祭東部拠点事業を開催。現在も関係が深い自治
体の多くが、この時期に関係が生まれた、あるいは強化された
自治体である。この後、ファルマバレープロジェクトのサポート
などを通じて、自治体との関係性はより強まっていく。
　着実な業務の拡大に併せて組織も設備も拡充していく。三
島本社では２０００年から断続的に拡張工事を続け、２００５
年、20周年の節目に現在の本社のカタチが整う。



　まるで巨大な生き物でもあるかのように、地域のにぎわいを

増幅させながら、サントムーンの成長は続く。２００７年には大

規模増床となる２期開発を完了し、さらに翌年のアネックス棟

のリニューアルによって、テナント面積５万㎡超、東部地域最

大であることはもちろん、静岡県内屈指の巨大ＳＣへと変貌を

遂げている。

　そして、このサントムーンを起点とする「複合商業施設の総合

プロデュース」実績に、２０１１年、新たにベイドリーム清水が加

わる。また、これらの取り組みで実証してきたにぎわい再生の手

腕に対する地域社会の要請は一層高まり、沼津駅前イーラde

の再生や継続的なコンサルティングに従事するほか、相談、問

い合わせは今も後を絶たない。

　地域社会の要請といえば、自治体そのものとの関係性もよ

り密になりつつある。ファルマバレープロジェクトの一環として

の「かかりつけ湯」事業の推進のほか、東部地域のさまざまな

自治体から多種多様な相談事が舞い込み続けている。創業時

から貫かれる、相手の根本的なマーケティング課題を共有し、

それに応えんとする、企画主導の課題解決の姿勢と、蓄えられ

てきた幅広いマーケティング領域におけるノウハウが、シードの

個性となり、相談者を集め続ける。

　もちろん相談者は民間企業にも広がる。静岡ガス、矢崎総

業など、地域を代表する企業や隠れたグローバル企業との信

頼関係は深化し続けている。そして東京支社の開設により、大

江戸温泉物語、神田外語グループ、全国優良石材店の会な

ど、新たな全国区企業・団体が顧客に加わり続けている。

　企画集団としての自負に本物の力が備わり、直営部門やグ

ループ企業との連携も活かせる今、卓越したカスタムマーケ

ティングソリューションの担い手としての、次の10年が始まる。
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